
カーボンニュートラルの実現 特集：TCFD提言に沿った情報開示 再生可能エネルギー100％を目指して

●自社が保有する店舗やオフィスの再エネ切り替え拡大
●賃貸借している店舗やオフィスの再エネ切り替えの働きかけ
●社用車のEV化、LED切り替え等省エネの継続実施
●再エネ自家発電・自家消費スキーム構築
●新電力事業者との協業による自社保有施設への再エネ設備の設置

脱炭素社会の実現
最重要課題

 脱炭素社会をリードし  
 次世代へつなぐ地球環境の創造 
私たちは、かけがえのない地球環境を次世代に引き継ぐため、再生可能エネルギー
の調達拡大や、省エネルギーの徹底等に全社一丸となって取り組み、脱炭素社会
の実現に貢献します。

2030年 KGI

背景と
当社の考え方

化石燃料への依存からの脱却を目指す「脱炭素化」が世界的な潮流となっている
ことを受け、JFRグループは、再生可能エネルギーの活用等による「脱炭素社会の
実現」を最重要課題として位置づけています。

●Scope1･2※温室効果ガス排出量60％削減（2017年度比）

●事業活動で使用する電力に占める再生可能エネルギー比率60％
●新電力事業会社との協業による再生可能エネルギーの自家発電・自家消費の拡大

※Scope1：自社が所有・管理する施設からの燃料の燃焼等に伴う直接排出
　Scope2：電気など他社から購入したエネルギー製造時の間接排出2030年

KPI

2030年
KPI達成に向けた

取り組み策　

地球環境に向けた

16TOPJFR Sustainability Report 2021

JFRの
サステナビリティ経営 脱炭素社会の実現 サプライチェーン

全体のマネジメント
ダイバーシティー＆
インクルージョンの推進

ワーク･ライフ･
インテグレーションの実現

お客様の健康・安全・
安心なくらしの実現

事業会社の
サステナビリティの取り組み

JFRの
マテリアリティ 地域社会との共生 リスクマネジメント 社外からの評価 サステナビリティ

データ集
サーキュラー・
エコノミーの推進
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